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松本市文化財調査報告 No。202

長野県松本市

松本城下町跡 田丁 第1次発掘調査報告書
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例 言

1 本書は、平成 20年 4月 14日 ～6月 13日 に実施された松本市中央 2丁 目9番 8号に所在する松本城下町跡
飯田町の緊急発掘調査報告書である。

2 本調査は、藤森病院建替え工事に伴う緊急発掘調査であり、松本市教育委員会が発掘調査を実施し本書の作
成を行つたものである。

3 本書の執筆は、 I:事務局、その他を小山貴広が行つた。
4 本書作成にあたつての作業分担は、以下のとおりである。

遺物洗浄・注記・接合 :白鳥文彦、前沢里江 土器・陶磁器実測、トレース :人板千佳、竹平悦子 木器実測、
トレース :久根下三枝子 石器実測、 トレース :内田陽一郎、荒井留美子 金属器実測、 トレース :洞澤文

江 遺構図トレース :村山牧枝 遺物写真 :官嶋洋一 総括・編集 :三村竜一、小山貴広

5 本書で使用した略語は以下の通りである。

第○検出面→○検 土坑○→土○ 間知石列○→間知○

6 本書中で示した測量方眼は任意の方向である。また、図中に示す方位記号は真北を示している。
7 陶磁器実測図中に示す三角印は釉薬の有無・種類等の境目を示している。
8 本調査で得られた出土遺物及び調査の記録類は、松本市教育委員会が保管し、松本市立考古博物館

(〒 390‐0823 長野県松本市大字中山 3738… l TEL 0263‐ 86‐ 4710 Fax 0263-86‐ 9189)に収蔵されている。

調査地の位置
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I 調査の経緯
1 調査 に至 る経緯
松本城下町跡は江戸時代において史跡松本城を中心として広がっていたとされる松本城下町の範囲を遺跡とし

たものである。これまで市街地開発事業などに伴って本町 0東町・伊勢町など多くの箇所において発掘調査が行

われ、多くの成果をあげてきた。

そのような中、長野県松本市中央 2丁 目において、藤森病院による病院建替え工事が計画された。事業地は松

本城下町跡飯田町に該当しており、近世を中心とした埋蔵文化財を包蔵する可育旨性があつたため松本市教育委員

会で試掘調査を実施して埋蔵文化財の残存状況を確認することとなった。試掘調査は平成 20年 3月 14日 ～3月

18日 にかけて松本市教育委員会によつて実施され、予定地内に近世に属すると思われる整地層と遺物が確認され

た。これを踏まえ事業者と保護協議を行った結果、掘削等によつて破壊が懸念される範囲について発掘調査を実

施し、記録保存を行うこととなった。そのため事業者である藤森病院と松本市長菅谷昭との間に平成 20年 4月

10日 付けで発掘調査業務委託契約が交わされ、松本市教育委員会が発掘調査を実施することとした。現地での発

掘調査は平成 20年 4月 14日 ～6月 13日 にかけて行った。調査終了後平成 20年 6月 17日 付で長野県教育委員

会に終了報告書、同日付で松本警察署長あてに埋蔵物発見届けを提出し、平成 20年 6月 27日付で長野県教育委

員会から埋蔵物の文化財認定を受けた。

出土遺物及び現場測量図 0写真等の整理作業と本報告書の作成作業は、現場作業に引き続き松本市立考古博物

館において行い、本報告書を作成した。また、劣化が懸念される木製品 2ノ点(709)について株式会社
不
都科学との

間に業務委託契約を交わし、糖アルコール含浸法を用いて保存処理を行つた。

2 調査体制
調 査 団 長 :伊藤 光 (松本市教育長)

調 査 担 当 :三村竜一、小山貴広

調 査 員 :森 義直、宮嶋洋一

協 力 者 :荒井留美子、井口方宏、折井完次、久根下三枝子、白鳥文彦、竹平悦子、洞澤文江、宮澤文雄、

前沢里江、村山牧枝、八板千佳、渡辺順子

事 務 局 :松本市教育委員会 教育部 文化財課

小穴定利 (課長)、 上嶋乙正 (部課長 ～H21年 3月 )、 塩崎 裕 (課長補佐 H20年 10月 ～)、

大竹永明 (埋蔵文化財担当係長)、 直井雅尚 (主査)、 関沢 聡 (同 ～H21年 3月 )、 竹原 学(主

勘 、小山高志 (主任)、 櫻井 了 (主事 ～H21年 3月 )、 柳沢希歩 (嘱託)

飯

田
町

第 2図 調査区の位置
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1調査地の環1境

1 地理的環境
今回の調査地ノ点は松本城天守閣の南約 700mに位置しており、約 100m北には女鳥羽川が流れている。調査地

周辺は女鳥羽川水系の扇状地に属しており、周囲の地盤は比較的軟弱なものとなっている。このためある程度の

地盤沈下が生じていたと考えられ、これまでの発掘調査では伊勢町付近で年約 1.6～ 1.7m五 の速さで沈下してい

ることが判明している。調査地はこれよりさらに軟弱な地盤に属していると思われるため、伊勢町付近と同程度

ないしはそれ以上の地盤沈下を起こしていると考えられる。

調査地の基本土層は以下に示した通りである。①層は近代から現代の造成土である。②層は明治時代に属する

と思われ、明治 21年の大火と思われる火災処理層が確認される。③層は近世から近代にかけての整地層である。

暗灰褐色の粘質土で構成され、3cm程度の礫や炭化物が混入する。近世に属する整地層はこの 1層 しか確認でき

ず、前述のように年約 1.6～ 1。7mm沈下していると考えると非常に薄いことが分かる。これは近世において普遍

的に行われていたと考えられる盛土による整地ではなく、撹拌ないしは土の入れ替えによる整地が行われていた

ためであると思われる。これは過去の調査において確認されてきた盛土による整地方法とは異なるものになるた

め沖積地における整地を考える上で貴重な資料になり得るであろう。④層以下は中近世以前の自然堆積層である

と考えられ、緩やかな水の流れに起因する灰色砂礫層下に暗灰色粘土など女ノ島羽川の堆積層が堆積している。

A区東壁 B区東壁

1検 160

2検 190

第 4図  土層柱状図

2 歴史的環境
国宝の一つに数えられる松本城。その城下に広がる城下町の中に今回の調査地が位置している。松本城下町は

北国脇往還沿いに建設された本町・中町・東町のいわゆる親町 3町を軸として形成され、さらにその親町から 10

町の枝町が伸びている。今回調査を行つた飯田町は中町に属する枝町のひとつであり、東西の町筋である中町か

ら南に向かつて伸びている。町の規模は享保 10(1725)年 の『松本町帳面家中惣屋敷数』に拠れば南北 3丁 54間

4尺 5寸で家数は 67軒ほどであったようである。

飯田町は小笠原貞慶が大普請を始めた天正 13(1585)年の頃から置かれているが、この頃はまだ家並もまばらで

あった。後に入部した小笠原兵部大輔秀政は慶長 18(1613)年から飯田町を含む枝町の整備に着手している。水野

氏時代に編纂された『信府統記』に拠れば、飯田町という町名は小笠原秀政氏が旧領であった飯田にちなんでつ

けたとされているため、この時期において家並が整えられ飯田町と呼ばれるようになっていったものと思われる。

その後戸田氏、松平氏、堀田氏、水野氏と城主が替わるにつれ城下町の整備も進んでゆき、現在のような城下町

の形態となっていく。こうした中で各町には職業別の特色ができていく。飯田町は主に職人が多く住んだといわ

1検  90

西・束2繊 140

番:焼 160
東4検

暗灰色土
ぼ色砂混入)

暗褐色土
昧質物、径約10cIの 礫混入)

暗灰色粘質土

晴灰褐色土

脅灰色砂凛

暗灰色継質土
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れており、とりわけ鍋屋が多かったようである。享保 8(1723)年頃の絵図に拠れば飯田町には鍋屋 5軒、医師 5

軒、紺屋 4軒、鍋売 3軒、桶屋 3軒、扇屋 1軒、大工 1軒、綿打屋 1軒、万屋 1軒、油屋 1軒などがみられ、鍋

屋・医師・紺屋が多くあったことが窺える。中でも紺屋は隣接する小池町にも多く、寛文 6(1697)年頃には 8軒み

られるなど、鍋屋と共に古くから飯田町の特徴を担つていたと思われる。

このように町が発展していくと当然のごとく家屋が密集することとなり、火災の被害も増えていった。飯田町

も例外ではなく、甚大な被害をたびたび受けている。近世・近代期において飯田町に関わる火災は確認できるだけ

でも正保元(1660年、元禄 9(1969)年、寛保元(1741)年、天明 3(1783)年、寛政 7(1795)年、享和 3(1803)年、天

保 5(1830年、元治元(1860年、明治 21年と多数ある。特に明治 21年の大火の被害は甚大で、計 1553戸が焼

失している。

第 5図 絵図に見る調査地
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1 調査概要
今回の調査は松本城下町跡飯田町の北端にあたる位置で行われた。調査地中央には近世より流れる蛇川溝が横

走している。調査地は藤森病院の駐車場にあたる箇所であり、消防法の規定に従い救急自動車進入路を確保する

必要があつた。このため常時救急自動車進入路及び来院者の安全を確保しつつ、蛇川溝を境として北側にA区、

南側にB区を設定し、2期に分けて調査を行つた。

調査はまず A区から行つた。調査を始めるにあたつてまず試掘箇所を中心として設定したトレンチにて土層確

認を行い、それに基づいて撹乱部分の掘削を行つた。その後遺構面までの掘削を行うこととしたが、湧水が激し

く調査区が水没する危険性が生じたため、幅 lm程度のツト水・貯水溝を設定した。また、軟弱地盤である上遺構

面最下層深度が地表下 150cm程度に及ぶことから、安全確保のため周辺を約 lm内側に入れて調査区を設定し掘

削を行つた。また、壁面からの湧水も見られたため調査区内にも随時排水溝を設定し、調査を進めることとした。

遺構面及び各検出面の掘削はバックホーを用いて行った。調査を進める中で第 2検出面中央付近から南北方向に

伸びる石垣が検出された。検出時の状況からこの石垣を境として西半は石垣の構築面、東半は石垣建造後に堆積

したものであり、石垣の東西で帰属時期が異なることが想定されたため、便宜上石垣以西を西検出面 (2～ 3検 )、

以東を東検出面 (2～ 4検)と 区分し調査を進めた。各面調査終了の後埋め戻しを行い、救急自動車進入路には鉄

板を敷設した。

B区はA区埋め戻し終了の後調査を行つた。上記救急自動車進入路確保等のため調査区は蛇川溝に近接して設

定せざるを得なからた。そのため蛇川からの漏水防止及び安全確保のため、調査区南壁を鉄板で保護し調査を進

めていくこととした。A区同様第 1検出面までの掘削は撹乱層除去後調査区を lm内側に設定しつつバックホー

によつて行つたが、それ以降の掘削は人力にて行つた。

各調査区における遺構番号はA・ B区の各検出面において各々番号を付した。各面の遺構の測量は、A区南西の

任意のノ点に設置した測量原ノ点(NS=0、 EW=0)を中心に lm方眼を設定して行い、後に国家座標 X=25991.419、

Y=-47585.827、 Z=588.586(世界測地系)を移設した。測量図面は 1/20の縮尺で作成した。尚、掲載してい

る図中の方位記号は真北を表している。

調査成果

調査期間 :平成 20年 4月 14日 ～6月 13日

調査面積 :総延面積 135.12ゴ  仏 区延面積 114。 57ピ

出土遺構 :A区              出土遺物

1検 土坑 1、 間知石列 3

西 2～ 3検 石垣 1

東 2検 土坑 1

東 4検 土坑 1、 間知石列 1

B区

2検 土坑 3、 埋設甕 1

B区延面積 20.55ピ )

:陶磁器 碗、小杯、皿、灯明皿、橋鉢、灰落し、

髪盟、急須、瓶類、徳利、神酒徳利、灯

明受け皿、水滴、人形など

土器 植木鉢など

瓦 桟瓦など

石器 石臼、硯、砥石など

木器 椀、栓、円板、歯車、札ぐ人形など

金属器 煙管、箸t刀装具、釘、火打ち金具、

燭台、寛永通宝など
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2 出土遺構
A区 2検から検出された石垣 1は調査区ほぼ中央に位置し、調査区西半全域にわたって石垣 1を構築する礫群

が広がっていた。このような状況からA区 2検以下は石垣 1と それ以降の整地土層に区分することができると想

定されたため、石垣 1以西を西検出面、以東を東検出面として調査を進めていった。また、B区においては2検

以下に明瞭な土層の変化面が確認された。一部において少数の遺物も確認できたため調査時にはこれを 304検と

して調査を行ったが、調査を進めるうち地山層であることが判明した。なお、A区東 4検土坑 1は調査時におい

て遺構ではないことが判明したため、欠番とした。

A区第 1検出面 (19C中葉～)

A区一面に見られた焼土層を除去した後に検出された面であり、東に暗褐色砂礫土層、西に黄褐色砂層が露出

する。上層に見られた焼土層は銅版転写や型紙摺りなどの手法で施文された瀬戸・美濃産磁器製品を多量に含ん

でいるため、先述した明治 21年に起きた大火の際の火災処理層である可能陛が極めて高いと思われる。西部に

見られる黄褐色砂や東部の暗褐色土は焼土層に挟み込まれる土層である。この両土層中からは明治期に属する遺

物も多数出土しているため、この検出面自体も火、災処理層の一部、もしくは火災処理層と同時期以降である可能

性が高い。調査区東部からは間知石列 1～ 3が確認された。間知石列 102は便宜上区分したものの、ひとつの遺

構を成すものであろうと思われる。石列は暗灰褐色土層上に見られたが、この暗灰褐色土は調査区南壁面におい

て火災処理層の上層にて確認されるため、明治後半期以降に構築されたものであろう。間知石列 3は間知石列 10

2に切られるものであるため明治時代前中期頃のものであると推定される:

A区東第 2・ 3検出面 (19C前葉～中葉)

石垣 1以東がこれにあたる。一部木質物を多量に含む暗褐色土を東 2検、この暗褐色土及び中央の焼土層を除

去した面を東 3検 としたが、両検出面共に明確な遺構も確認されなかったため、生活面ではなく同時期に構成さ

れた整地層ではないかと思われる。調査区南壁にあたる 1検 トレンチ 1に示されるようにこれらの整地層は西 2

～3検石垣 1の上層から続いており、石垣 1か ら緩やかに傾斜して落ち込んでいる。このため、これらは石垣 1

廃絶後に一部石垣を崩しながら整地されたものであり、出土遺物等から19C前葉～中葉、幕末から明治期に属す

るものであると考えられる。また、東 2検南部からは土坑 1が検出された。覆土中に本質物や遺物を多量に含ん

でいたためゴミ穴であることを想定し調査を行ったが、周辺土層の堆積状況や遺構形状から整地層の一部である

可育旨性が高いと考えられる。

東第 4検出面 (18C後葉～19C初頭)

地山であると考えられる砂礫層に伴う面である。検出面のレベルは西 2～ 3検石垣 1基底部と同レベルであり、

間知石列 1、 粘土層等の石垣に伴う遺構も検出されているため、石垣 1構築期の生活面であると考えられる。東

半からは土坑 2が検出されたが、湧水による崩落の危険性を伴うため一部しか調査が行えなかった。径約 2m、

深さ80cm程の大型土坑であると推定される。その規模から大型のゴミ穴もしくは井戸であろうと思われ、覆土

中からは呪符と思われる木簡休器 つが出土している。

西第 2日 3検出面 (18C後葉～19C初頭)

調査区中央より出土した石垣 1以西の面であり、石垣に伴う人頭大の加工礫が多数検出された。調査の進行上

この礫群の上面を西 2検、取り除いた底面を西 3検としたが、石垣を伴う構築物の性質上これらの面は同時期に

形成されたものと考える。石垣 1は南北方向に伸びる
´
石垣である。2～ 3段の築石が残存しており、方形で横長の

石が布積みでほぼ垂直に積み上げられている。根石下には扁平礫が 2列敷かれており、さらにその下にはそれを

支える石列が見受けられた。石垣の前面にあたる東部約 1。8mの箇所には東 4検間知石列 1が石垣と並行するよ

うに伸びており、その間には砂礫混じりの粘土層 0黒色砂が見られた。この粘土層は間知石列との間に充填して

いたものであると思われ、間知石列と共に石垣の周囲をめぐる構築物であると考えられる。石垣以西に見られる
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礫群は 10～40cm程の加工礫であり、非常に密集した状態で調査区外まで続いていく。調査区の位置関係からし

て街路まで続いているであろう。石垣裏側には明瞭な掘方及び裏込め石は認められず、一部石垣際で暗褐色土・

灰色粘質土・砂礫土が版築状に見られたのみであつた。また、築石が垂直に積まれているノ点や築石の礫法量が大

きくない点も踏まえると、この石垣は高く積み上げられたものではなく、低い段状に構成された建物基礎である

と推定され、西方に広がる礫群は地盤沈下を防ぐため敷設されたものであると考えられる。また、礫群の礫法量

や石材などは築石と酷似しているものも多く見られるため、東 203検整地時に崩れたであろう築石上段部が混

在している可能性も有している。石垣 1覆土中からは 18C後半～19C初頭に属する遺物が多数出土しているた

め、江戸後半期に構築されたものであろうと推定される。

B区第 1検出面 (19C中葉～後葉)

近代の整地土を除去して検出したものであるが、湧水が激しく明確な遺構検出は行えなかった。調査区中央に

は木材が 2本南北方向に横たわっていた。特に西側の木材は西部にグリ石状の集石を伴っているため基礎状の遺

構である可育旨性が考えられる。

B区第 2検出面 (18C後葉～19C初頭)

灰色の砂礫層上で検出を行つた。やはり湧水が激しく遺構判別は困難であったが、計 3基の土坑と思われる掘

り込みが検出された。土坑 1は調査区西部に位置する。検出当初は箱状木製品の周囲に掘方を伴うものと認識し

ていたが、調査を進めるうち木製品は上面に乗っているだけであり、下層で確認された径 60cm程の掘り込みが

主体であることが判明したためこれを土坑 1と した。出土遺物から18C後葉～19C初頭に属すると思われる。

調査区中央には土坑 2が広がっている。径約 2血 と大型の割に 15cm程の深さしかなく、遺構上面が削平され

た土坑または大型の窪みである可育旨性が考えられる。遺構覆土中からは少数の遺物と共に七夕人形休器 9が出土

した。出土遺物から18C後葉～19C前葉に属すると思われる。

土坑 3は調査区東端で検出されたが、湧水が激しく詳細は判断し難かった。遺構上部で極端に広がる形を呈し

ているためゴミ穴もしくは柱穴である可育旨性が高い。

3 出土遺物
今回の調査では近世・近代の遺物を中心として多数の遺物が見られた。この内残存状態の良いものを中心に土

器・陶磁器・瓦 94ノ点ヽ 石器 3ノ点ヽ 木器 9ノ点ヽ金属器 19ノ点について図化し掲載することとした。

ア)土器 口陶磁器・瓦

A区から52点、B区から35点、試掘 トレンチから7点を図化した。尚試掘 トレンチ 1は A区、試掘 トレン

チ 2は B区に該当する。

A区  18C後半～19Cの ものを中心として出土している。その様相から各々1検 :19C中葉～、東 2:3検 :

19C前葉～中葉、西 2検 :19C前葉～中葉、西 2～ 3検石垣 1:18C後葉～19C初頭に帰属すると思われる。産

地はほぼ瀬戸・美濃産、肥前産に限定されており、おおよそ 18C代は肥前産が中心、19C代に入つて瀬戸・美濃

産に中心が移っていくという過程が窺える。器種は碗・皿類に代表される生活雑器が多数を占めており、その多

くは食膳具とされるものである。碗・皿類には 22～25の ように量産によると思われる同型のものが幾つか見ら

れる。22～25は同型同法量の筒形碗である。総じて外面には斜格子地に菊花文、見込みには五弁花崩れが染付さ

れており、素地・釉調も同じ特徴を示している。見込みの五弁花、呉須の色調などに若干の違いが確認されるた

め全くの同時ではなかろうが、ほぼ同時期に生産された量産品であると考えられよう628は型打ち成形された磁

器花形水滴である。長石を多量に含むと考えられる白色を帯びた透明釉が施釉されており、上面の一部は呉須に

より彩色されている。恐らく17C中葉～後葉の肥前産であると思われ、松本市松本城三の丸跡小柳町第 2次調査

船 本市文化財調査報告 No.199)でも同型のものが出土している。
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また、墨書が書かれた陶磁器も幾つか確認された。7は黄灰色の堅緻な素地を持つ陶器である。施釉は灰釉で

内外面共に施釉されている。墨書は底面に「セヒウ」の 3文字が確認された。墨書の意図は定かではないが、内面

にまで施釉が及んでいる点から油壺などの可育旨性が高いと思われる。46は底部付近で極端に内湾する瓶類の底部

である。内外面共に灰釉が施釉されており、高台部は露胎である。底面には「セス」の墨書が見られる。器形から

して瓶類であるとは思われるが具体的な器種は判別できなかつた。41は瀬戸 0美濃産陶器徳利である。墨書は底

面で確認され、「月」「古」の文字が不規則に配置されていた。3ノ点共に 19C代の瀬戸・美濃産である。

B tt  B区もA区同様 18C後半～19Cが中心となっており、1検 :19C中葉～後葉、2検 :18C後葉～19C

初頭に比定される。碗・皿類などの生活雑器が多く出土しているが、人形や線刻瓦など特殊な品も幾つか確認さ

れた。人形は 76である。黄灰色の素地にやや黄色味を帯びた灰釉が掛けられている。頭部が破損してしまって

いるが、着物を着た人物を模した陶製人形で、玩具として使用されたものであろう。79は桟瓦の一部である。暗

灰色の器面には雲母粒が吹き付けられており、一部には瓦を固定するための小孔が穿たれている。一見すると単

なる桟瓦片であるが、よく見ると表面には線刻で髭を結い着物を着た男性が描かれている。髭は大銀杏、着物は

小袖というよりは袴に見えるので武家を描いたものであろうか。手に何かを持つているものの、刀などの表現は

確認できないため断定はできない。また、その上部には書きかけであろうか、もう一人別の人物の頭部が顔をの

ぞかせている。線刻は焼成後に描かれたものであり、廃棄後程よい大きさに破損した桟瓦の一部を利用して絵を

描いたものであろうが、上部に見える人物の顔上半が欠損しているので、線刻の後さらに破損したものと考えら

れる。

イ)石器

33ノ点の石器が出土した内 3ノ点を掲載した。1は粉挽き臼の上臼である。約半分が欠損しており、被熱してはい

たがものくばりや挽き木の留め孔などを確認することができた。また、金属製のリンズが一部残存している。目

の主溝は 6分害Jである。2は同じく石臼であるが、こちらは茶臼の下臼である。きめの細かい斑れい岩が使用さ

れており、粉挽き臼と異なりふくみが平坦になっている。目の主溝は 8分割であると思われる。3は硯である。

陸は使用により窪んでおり、用途不明の線刻が多数刻まれていた。一部には墨と思われる付着物が見られた。

ウ)木器

湧水地であるためか木器の残存状態は良好であり、22点の出土が見られた。この内状態の良いものを中心に 9

点を図化した。器種は椀、栓、円板、歯車、札、七夕人形などが見られる。7は長さ 20。9cm、 幅 4.6cmを測る

長方形の札である。出土当初は全面色鮮やかな朱色を呈しており、一部には墨書が見られた。墨書は「東」字ま

たはそれに類する崩し文字が中央に幾文字か配置され、その周囲に幾何学状の模様が施されている。右下部には

「小三治信士」
｀
の文字も見られる。このような模様または文字の形態から何らかの呪符である可育旨性が高いと思わ

れるがその用途は不明である。また、裏面にも墨書があったと思われるが、全面墨で塗り消されていた。

9は角柱状の七夕人形である。古くから松本地方では特徴的な七夕行事として衣を着せた男女一対の人形を軒

先などに吊るす習俗が伝わってきた。七夕人形とはこうして飾られる人形の事を指す。人形の形態は様々あるが、

現在では人がた形式・着物掛け形式・紙雛形式・流し雛形式の 4形式に分類されている。今回出土した人形を見

ると高さ8.5cm、 幅 2.9cmの角柱状を呈しており、その 1辺を中心としてりりしい顔が墨で描かれている。両側

面には左右対称に小孔が見られるため、衣を掛けるための腕となる木を差し込んで固定していたものと思われる。

下端面には足などを固定するためであろうか横位に細い溝が確認された。また、上面には吊るす際に用いたであ

ろう小孔も確認された。残念ながら衣や手足は残存しておらず胴体のみの出土であるため推定の域は出ないが、

松本市立博物館所蔵の重要有形民俗文化財 「七夕人形コレクション」に類例を求めるのであれば、人がた形式や

紙雛形式の
二部に見られる小型で角柱状の頭・胴部を有するものに近い形ではないかと思われる。

松本地方における七夕人形の初現は明らかではないが、天野信景の『塩尻』(正徳 4(1710年 )や菅江真澄の『委

-10-



寧の中道』(天明 3(1783)年 )、 笠亭イ山果の『於路力日於比』など江戸時代中～後期の文献にはすでに七夕人形を飾る

習俗が紹介されている。今回出土した七夕人形は 18C後葉～19C初頭に属する陶磁器と共に出土しているため江

戸時代後期に使用されていたものと推定され、『委寧の中道』や『於路加於比』に描かれている人形にも類似して

いることからこれらの文献に見られるような、七夕人形の中でも古い形態のものであると考えられよう。

工)金属器                 ~

金属器は 111ノ点出土している。この内 19′点について図化し掲載した。総じて近世以降のものである。器種は

煙管、箸、刀装具、釘、火打ち金具、燭台、寛永通宝などが見られ、箸の出土量が特徴的に多い。箸は 8点出土

しており、そのほとんどはA区からの出土である。どれも残存状態が良好で、多くは金・銀の鍍金に至るまで残

存していた。材質は鉄、銅、銀、真鍮などが見られる。5の箸は真鍮製であると推定される。蛤貝を模した飾り

がはめ込まれており、その表には鳥文が彫金されている。この飾りより先端は欠損してしまっているが、耳かき

状の頭部がついていた可育旨性が高いと思われる。胴部は桜花の彫金で彩られている。全体的に金鍍金が施されて

おり、金色も鮮やかな美品である。6は銀製と思われる箸である。いわゆる耳かき箸であり、胴部には桜花の一

弁があしらわれている。9は小型の箸であると思われる。足の先端が尖っており、頭部には花のつばみのような

装飾が見られる。また、図化はできなかったが、漆が塗付されたと思われる箸も 1ノ点出土している。その他特徴

的なものとして刀装具が挙げられる。10～ 12が該当し、10は石突ないしは兜金、11は錮、12は目貫きである

と思われる。共にほぼ完形での出土であり、12には梅花・菊花の装飾が見られた。

4 調査のま とめ

今回の調査地は飯田町の北端にあたる。周囲は非常に湧水の激しい土地であり、蛇川溝、源智溝に代表される

用水路も幾筋か流れている。調査地はこの蛇川溝を挟んで南北に位置し、町屋 2軒分に該当する。蛇川溝南にあ

たるA区では近世後半～近代以降に属する遺構が確認された。2検西半に広がる石垣 1は西側一面に広がってい

た礫群と合わせて建物基礎であった可育旨性が高いと思われる。石垣西部の礫群は調査区の西端まで確認され、さ

らに調査区外にまで及んでいることから道筋まで続いているものと推測され、道に面した家屋の基礎部分であろ

うことが予想される。また、石垣 1東 1.8mの位置に並行する東 4検間知石列 1も検出レベルなどから石垣 1に

伴うものである可育旨性が高く、両者間に充填されていた粘土と共に石垣 1の周囲を巡るものであったと考えられ

る。石垣 1及び東 4検の下層は緩やかな水の流れに起因する灰色砂礫層が堆積しており、これが地山層となる。

しかしながら石垣 1は出土遺物から18C後葉～19C初頭に構築されたと推定されるため、当該地には 18C中葉

以前の整地が見られないということとなる。文献資料によれば飯田町は天正 13(1585)年 の頃から置かれ、慶長

18(1613)年 には本格的な整備が行われており、18C前葉の絵図には医師が住んでいたという記載も見られること

から17C～ 18C前半期に当該地に町屋が存在しないとは考え難く、17C～ 18C前葉の遺物がほとんど見られない

点、周辺の地盤沈下速度に比して近世の整地土層厚が薄い点など合わせて考慮すると、18C中葉頃において松本

城下で一般的に見られるような盛土による整地ではなく、攪拌ないしは土の入れ替えによる整地が行われた可能

性が高いと考えられる。このような整地の痕跡は B区においても確認され、A区同様 18C前半期の遺物はほと

んど見ることができず、地山である砂礫層の直上は 18C後葉～19C初頭の整地層であった。このことからこの整

地方法は調査地のみならず周辺一帯で行われていた可育旨性が高いと考えられる。

また、B区においては2検土坑 2よ り七夕人形が出土した。これは松本地方に伝わる七夕習俗に関わるもので

あり、発掘調査での出土は初めてとなる。土坑共伴遺物などから18C後葉～19C初頭に属するものであると推定

され、江戸後半期における松本地方の七夕習俗を探る資料として考古学のみならず民俗学的にも貴重な資料であ

るといえよう。

参考文献 :松本市立博物館  『七夕と人形』 2005
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第1表 土器・陶磁器口瓦一覧表
番
一号

注
一記

:地

1区
検出面 遺構 種別 1榊 111111

法量て範 )
残存度

t幸警|:|1摯評 絵付 彗1棒■率嬌■形善|の1特1徴 1葺奪 1産地
|ロイ蚤 底径 器高

1 貸出面 磁 器 碗 5。 2 口:1/12 底 :完 白 明釆 型紙摺 り 19C中～後 瀬 戸・

出面 磁 器 口:1/4 底 :1/4 白  li 明釆 19C中～後 瀬戸・

出面 磁 器 皿 底 :1/4 白  li 明釆 染 蛇の 目凹形高台 ～ 中 瀬戸・美濃か

検出面 皿 (4.8) 口:1/6 底 :1/3 白  li 明 呉須。型打 型打ち菊皿 ～ 中

検出面 皿 (4.8) 口:1/5 底 :1/4 白  ほ 明 呉須・型打 型打ち菊皿 ～ 中 戸・ 美

検出面 磁 器 鉢 (8。 6) 口:一部残 底 :1/2 白  ほ 明 染 型紙摺 り 蛇の目凹形高否 ～ 後 瀬戸・美耕

検出面 陶器 瓶類カ 底 :完 黄灰白け疋釆 底面墨書あり「セヒウ」 ～ 中 瀬戸・美緩

検出面 陶器 灯明受皿 (2.8) 口:1/4 底 :1/4 白  け疋釆 ～ 中 瀬戸・美耕

トレンチ1 磁 器 碗 (9。 6) 口:1/4 底 :1/2 灰白 li 明 健付 高台砂付着 くらわんか手 18Ctti 肥 前

1 トレンチ1 磁 器 /Jヽ碗 完 形 白 __量 明 付 外面草文 19C前～中 瀬戸・美濃
052 トレンチ1 磁 器 碗 底 :1/4 灰  _二 li 明 付 見込み五弁花 。二重圏線 18C前～中 肥 前

トレンチ1 磁 器 碗 口:1/10 底 :1/4 白  li 明 付 筒型碗 外面斜格子地に丸窓 見込み圏線 18C後～19C初 肥 前

1 トレンチ1 白磁 /Jヽ杯 2.2 口:1/4底 :完 黄白
|

明釆 全面被熱 不 明 不 明

トレンチ1 陶器 碗 口:2/3 黄灰 白
|
灰 釉 陶胎染付 全面被熱 18C後 瀬戸・美濃

1 トレンチ1 磁 器 皿 (13.0) (8.8) 口:1/4 底 :2/6 灰白
|
透明釆 付 外面唐草文 蛇の 目凹形高台 18C後～19C初 肥 前

1 トレンチ1 磁 器 皿 (8.2) 底 :1/4 灰白 |透明釆 見込み花文 蛇の目凹形高台 漆継ぎ痕あり 18C後～19C初 肥 前

1 トレンチ1 陶器 皿 口:一音5残 黄灰 白|灰 釉 馬の 目皿  口縁部一部摩滅 18C中～ 後 瀬戸・美濃
1 トレンチ1 磁 器 芸

ユ
口:1/3 灰白 |透明釉 漆継 ぎ痕 あ り 18Cイ麦 肥 前

1 トレンチ2 陶 器 皿 (7.0) 底 :1/3 黄灰 白|灰 釉 禿 18C中～後 1瀬戸・

トレンチ2 陶 器 橘 鉢 (9.0) 底 :5/8 灰白
|
鉄 釉 橘 目使用による摩滅  外面墨付着

トレンチ2 磁 器 瓶 5.2 底 :完 灰白
|
透明釉

J護 2 検出面 磁 器 碗 7.3 ゴ完形 白  | il■明釉 染 外面斜格子地に菊花 底面圏線
Jに2 検 出面 磁 器 碗 5.5 ゴ完形 白  | 透明釉 染 外面斜格子地に菊花 底面圏線 ゆがみあり
J証 2 検 出面 磁 器 碗 ゴ完形 白  | 透明釉 染 外面斜格子地に菊花 底面圏線 ゆがみあり 月巴前

Jに2 検 出面 磁 器 碗 5.5 ゴ完形 白 __|二 明釆 外面斜格子地に菊花 底面圏線 ゆがみあり 月巴前

048 J護 2 検 出面 磁 器 /Jヽ杯 口:1/3 底 :完 白  ほ 明釆 月巴前

】護2 検出面 磁 器 瓶 類 底 :2/5 白  i 明釆 月巴前

】護2 検 出面 磁 器 水 滴 淡灰白|〕 明釆 呉須 形水滴 型打成形 底面布 目あ り 月巴前

055 ,証 3 検出面 陶器 碗 底 :ほぼ完 漆黄灰 |`失釉 畳付印亥Jあ り 瀬戸・姜濃

西 2～ 3 石垣 1 磁 器 碗 (9。 4) 口:1/4 白  ほ秀明 内面四方欅 漆継 ぎ痕あ り 月巴前

西2～ 3 石垣 1 磁 器 碗 (7.6) 口:1/4 底 :二部残 灰白 |〕 明 筒型碗 内面四方欅 底面。見込み2重圏線 肥 前

西 2～ 3 石垣 1 磁 器 碗 (7.0) 口:5/16 自  ほ 明 筒型碗  内面四方欅 肥 前

西2～ 3 石垣 1 磁 器 碗 (3.8) 底 :1/4 貞  |〕 明 染 底而・甲,込み 2重圏線 月巴前

西2～ 3 石垣 1 陶器 碗 (6。 8) 口:1/8 灰  | 刀喀采由。鉄采由 鎧手碗 18C後 瀬戸 。姜濃

西2～ 3 石垣 1 陶器 碗 (8。 4) 口:一部残 底 :2/3 灰褐 |カ灰釉 。鉄釉 鎧手碗 18Cイ麦 瀬戸 。羊濃

西2～ 3 石垣 1 陶器 碗 底 :完 黄灰 け疋釆 戸 。羊濃

西 2～ 3 石垣 1 磁 器 Jヽ杯 (8。 3) 一部残 底 :完 白  |〕 染 底面「宣徳年製 1銘  見込み梅花 肥 前

西 2～ 3 石垣 1 磁 器 皿 口:1/4 底 :一部残 白  ほ 明 染 イ 高台砂付着 見込み五弁花 渦福銘あ り 18C前～中
|
肥 前

西 2～ 3 石垣 1 磁 器 皿 14.4 口:1/5 底 :1/6 白  ほ 明 染 見込み五弁花 底面渦福 高台内圏線 18C前～中
|
肥 前

西2～ 3 石垣 1 陶器 橘 鉢 (12.2) 底 :1/2 黄白 |`失釆 内面砂 。鉄分付着 瀬戸・美濃

西2～ 3 石垣 1 陶器 瓶 類 底 :完 黄灰自立灰 釉 底部墨書あ り 瀬戸・美濃

032 西2～ 3 石垣 1 磁 器 仏飯具 (6.3) 口:1/2 白  |〕透明釉 染 イ 瀬戸・美濃

西2～ 3 石垣 1 陶器 署 盟 一部残 黄灰白け灰 釉 瀬戸・美濃

025 フ野2 検 出面 陶器 橘 鉢 (11.8) 底 :3/8 黄灰 白 |`失釉 はさみ具痕 あ り 瀬戸・美濃

西 2 検出面 陶器 灯明皿 (3.4) 2.2 口:1/2 底 :1/3 黄灰 白 |錆̀ 釉 見込み トチン痕あ り 外面スス付着 瀬 戸・美濃

027 フ野2 検出面 陶器 瓶 類 底 :1/2 灰白 |』灰 釉 底面墨書「セス J 瀬戸・美濃か

西 2 検 出面 陶器 芸
ユ

完形 黄灰 | 錆̀ 釉 瀬戸・美濃

027 西 2 検 出面 陶器 カンテラ 底 :3/4 灰  |` 失釉 底部 ス ス付 着 瀬 戸・美濤

090 AttJ卜 土 磁 器 碗 底 :ほ ぼ完 白  |〕透明釆由 外面山水文か 底面銘 あ り 若干被熱 瀬戸・美濃か

060 A区排土 磁 器 鉢 口:1/4底 :一部残 白  |ヤ 染 見込み笹文 外面青磁釉 肥 前

059 AttJ卜 土 磁 器 徳 利 白  |〕秀明釉 外面草花文 瀬戸・美濃

089 AttJ卜 土 陶器 壺 or甕 底 :1/2 淡回 一部 自然釉飛び散 り 瀬戸・美濃

検出面 磁 器 皿 (11.8) 底 :1/10 淡灰 白 |ヤ 染 寸 底部圏線 18C前 月巴前

065 検出面 陶器 皿 淡黄灰けりに来由 鉄 絵 馬の 目皿 瀬戸・美澤

検出面 磁 器 神酒徳利 5.7 口:完 底 :一部欠 白  |〕透明釆由 寸 外面六曜文・笹文 瀬 戸・美澤

065 検 出面 陶器 瓶 類 底 :完 淡蓮区立りに釆由 内面灰釉 瀬戸・美濃か

検出面 陶器 徳利 淡黄
 |
灰釉

上絵 (赤・

緑。白。鉄 )
内面一部灰釉 18C後～19C前 京。信楽

検出面 陶器 鍋 (25.0) (108) 口:1/3 底 :2/3 淡灰 | 鉄 釉 甲,ユみ輪 不 瀬戸・美

検出面 磁 器 蓋 ffia-3.8 口:3/4 白 ___上透明釆由 寸 内面 1成化年制 1銘 上面銘 あ り 18C後～19C前 肥 前

検出面 陶器 芸
エ

2.2 完形 型 つく釆由 瀬戸・美濃

検出面 陶器 蓋 口:2/3底 :完 淡黄灰けワに釆由 摘み部貼付 瀬戸・美濃

検出面 陶器 灯明受皿 (6.8) (3.2) 口:1/5 垣31/3 淡黄 | 錆 釉 19C前～中 瀬戸・美濃
トレンチ1 磁 器 碗 5。 5 口:一部残 底 :1/6 フ爾丈白

|
透明釉 染 付 渦福銘あり 外面井桁に桐 コンニャク判か 18C前～中 肥 前

076 トレンチ1 磁 碗 口:1/8 淡灰 白
|
透明釉 染 付 くらわんか手 18C前 肥 前

トレンチ1 磁 器 碗 口:1/6 底 :1/3 白  | 透明釉 染 底面圏線 18C後～19C前 肥 前

076 トレンチ1 磁 器 碗 底 :完 白  | 委明釆 19C前～中 肥 前

トレンチ1 磁 器 皿 (14.0) (8.6) 口:一部残 底 :1/6 淡灰 白 〕秀明采 蛇 の 日凹形 高 台 18C後～19C初 肥 前

トレンチ1 磁 器 急須か 7.2 底 :1/8 □ 菱明釆 19C前～中 瀬戸・美濃
トレンチ1 陶器 餌猪 口 (4.6) 口:1/4底 :完 淡灰 けワに来由 18C～ 19C初 瀬戸・美濃
トレンチ1 土器 植木鉢か (10.2) 底 :1/5 褐～灰白 | 底面「辻五 J銘あ り 不 明 不 明

トレンチ1 陶器 灯明受皿 完 形 灰  |リ灰 釉 底面重ね焼痕あ リ ー部鉄釉付着 18C後～19C初 瀬戸・美濃

077 トレンチ2 磁 器 碗 (8.7) 口:1/4 白  〕透明釉 染 18C後～19C初 肥 前

077 トレンチ2 陶器 急 須 底 :一部欠 褐～灰け灰 釉 19C前～中 不 明

± 1 青磁 灰落 し 口:一部残 底 :1/5 白  li青磁釉 肥 前

± 2 陶器 灯明受皿 口:2/3 底:3/4 黄白 |リ灰 釉 底面重ね焼痕あり B2検埋設甕 1・ Bl検検出面と接合 18C後～19C前 瀬戸・美濃

± 3 陶器 人 形 幅4.4 高2.6 奥3.0 一部 欠 黄灰 |,灰 釉 頭部欠損 不 明 不 明

検 出面 陶器 芸
ユ

返 り:1/2 天丼 :完 灰  |'灰 釉 内面一部赤色化 不 明 瀬戸・美濃か

検 出面 磁 器 徳 利 庭更:1/2 淡灰 |〕透明釉 高台砂付着 肥 前

検出面 瓦 桟 瓦 1.75 暗灰～灰
|

線 刻 桟瓦の一部か 線刻で人物 (2名 ) 不 明 不 明

075 検出面 磁 器 碗 (3.8) 庭蒸:2/3 淡灰 白 |〕透明釉 染 高台砂付着 外面二重網 目文 18C前～中 肥 前

B区排土 磁 器 碗 7.2) 口:1/6 白  |〕透明釉 染 18C中 ～後 肥 前

B区 磁 器 碗 口:1/8 白  |〕透明釉 染 筒型碗 内面四方欅 18C中 ～後 肥 前

B区ツト 磁 器 碗 (4。 3) 底 :1/4 白  |〕透 明釉 染 付 底面圏線 19C前 瀬戸・美濃

B区ツト 磁 器 皿 (10.0) 底 :1/4 淡灰 白 |〕透明釉 染 付 型紙摺 り 蛇の 目凹形高台 19C中 ～後 瀬戸・美濃

B区排土 皿 口:1/4 底 :2/3 淡灰 白 |〕透明釉 染 付 全面被熱 底面被熱によリスス。鉄分付着 19C前 瀬戸・美濃

B区ツト土 皿 口:5/8底 :完 白  |〕透 明釉 呉須。型打 型打ち皿 19C前～中 瀬 戸・美濃

078 B区排土 磁 器 皿 (12.0) 底 :1/4 白  〕 明釉 染 付 蛇の 目凹形高台 焼継 ぎ痕 あ り 19C前～中 瀬戸・美
B区排土 磁 器 皿 (15.6) 口:1/8 底 :1/4 白  |〕 明釉 染 付 花皿 蛇の 目凹形高台 底面銘 あ り 19C前 肥 前

トレンチ1 磁 器 /1■不 口:1/2底 :完 白  |〕 明釆由 染 イ 外面菊花 底面銘 あ り 19C中 ～後 瀬戸・美

トレンチ1 磁 器 皿 28。 4 口:一部残 底 :1/8 白  〕明釆由 見込み山水文 ハ リ支え 17C中～後 肥 前

トレンチ1 磁 器 神酒徳利 底 :5/8 淡灰 |〕透明釉 外面六曜文・笹文 全面被熱 19C前～中 瀬戸・美深

トレンチ1 陶器 灯明皿 完 形 淡黄灰 リ灰釉 口縁部灯心痕 あ り 内外面スス付着 18C後～19C初 瀬戸・美深

088 トレンチ2 磁 器 碗 3.2 口:1/2 底 :3/4 白  〕透明釉 染イ 見込み五弁花 若千被熱 18C後 肥 前

トレンチ2 陶 器 碗 底 :ほ ほ完 淡黄灰 |鉄 釉 畳付印刻 あ り 瀬戸・美深

トレンチ2 磁 器 皿 (8.4) 口:1/14 底:1/3 白  1透明釉 染付
見込み五弁花 コンニャク判 渦福銘
漆継ぎ痕あり 口縁部一部凹み

17C後～18C前 肥前

-14-



第2表 石器T覧表
No
:報告|
:番 :号
地 1区 検1出 1面 遺構 1器種 石1材

寸1法●(mm) 重量

|(薔

'1

備
■

一考

最1大長 最1木 1幅 最1大厚
1 トレンチ1 硯 粘板岩 724.7 陸に線刻あり 縁は一部を残 し欠損
1 トレンチ1 硯 粘板岩 85。 8 海・縁欠損 陸・硯陰 (背面)一部 と硯側3面残る No.3 0 No。 4・ No。 5と 接合
1 トレンチ1 硯 粘板岩 硯側2面 と硯陰残る破片 No。 2と 接合

1 トレンチ1 硯 粘板岩 (125) 257.2
海・陸・縁・硯陰・硯側3面残存 陸一部 と硯側1面欠損 陸中央部凹む
No。 2 0 No。 3と 接合

トレンチ1 硯 粘板岩 硯側2面 L字に残る 硯面・硯陰欠損 No2と 接合
トレンチ1 砥 石 砂質泥岩 研磨面1面 No。 7と 接合

トレンチ1 砥 石 砂質泥岩 42.8 研磨面1面 No.6と 接合
1 トレンチ1 砥 石 砂質泥岩 1550.0 研磨面4面

トレンチ1 硯 粘板岩 硯側2面 L字に残る硯面かどの縁破片 研磨面3面
1 トレンチ1 硯 ? 粘板岩 84.3 硯側 1面 と硯陰一部残存か 研磨面2面
トレンチ2 不 明 流紋岩 縁辺に凸状の縁あり 折れ面3面

1 トレンチ2 硯 ? 緑色凝灰岩 硯側か研磨面1面残存

トレンチ2 砥 石 粘板岩 40.2 研磨面2面

間知2 火打ち石 玉随 3.7 剥 片

東2 検 出面 硯 ? 粘板岩 硯陰の一部か 研磨面1面 縁辺に面取り痕あり 被熱破砕片 被熱による赤色化
東 2 検出面 硯 ? 粘板岩 研磨面1面に角度の変わる研磨面2面切り合う 被熱破砕片 被熱による赤色イZ
東 2 検出面 硯 ? 粘板岩 硯側の一部か研磨面1面 被熱破砕片
東 3 検出面 砥 石 粘板岩 研磨面3面

西 2～ 3 石垣 1 砥 石 砂岩 51.4 研磨面 1面  折れ面3面
2 西 2～ 3 石垣 1 茶 臼 斑れい岩 (r2r) 3405.0 下臼 半分欠損 受け皿部分欠損

西 2 検出面 火打ち石 チャート
口:2 検出面 不 明 粘板岩 ? 縁辺にL字状の段あり 折れ
西 2 検出面 硯 粘板岩 硯側2面 L字に残る硯面かどの縁破片 研磨面3面 被熱による赤色化
口:2 検出面 硯 ? 粘板岩 硯側1面一部残存 硯面・硯陰欠損 研磨面1面 被熱による赤色化

排水溝 砥 石 細粒砂岩 (107) 57.0 研磨面4面 縁辺部に面取 りあり 折れ面3面
排水溝 石筆 ? 滑石質 直径6mm円 柱状 鉄錆により岩石付着
排水溝 温 石 砂質泥岩 研磨面2面  折れ 穿孔痕あり No。 40と 同一個体か
排水溝 温石 ? 砂質泥岩 研磨面2面 折れ No。 39と 同一個体か
トレンチ1 砥石 ? 砂質泥岩 (12) 研磨面2面  折れ面2面

1 検出面 砥 石 砂質泥岩 (54) (25) 56.0 研磨面 3面 縁辺部 に面取 りあ り 破 片
検出面 砥 石 細粒砂岩 (H3) 193.9 研磨面3面 折れ面2面
排 土 石 臼 安 山岩 (208) (130) 3080.0 粉挽き臼 上自 リンズ式 ものくばり・挽き木留め孔残る 半分欠損 被熱
排土 硯 粘板岩 (H8) 172.3 海・硯陰・縁一部欠損 陸・硯側 3面残る 硯陰に覆手あり

※石材の鑑定は森義直氏に御教授を得た

第3表 木器一覧表

卜Al検 トレ1-1 内外面ともに黒 底部に朱で3点 の印あり 口縁から下方1.2cm位の所に帯状の凸帯が一周している
A―Al検 トレ1-2 角柱 下方少 し太 く上方少 し細い 上か ら2.4cm位の所に切 り込み有 り
卜Al検 トレ1-3

卜Al検 トレ1-4 板材 (板 目) 片面黒 ウルシ片面赤 ウルシ 欠損部大 側面に木釘5ヶ 所

卜Al検 トレ1-5 口縁、高台ともに欠損 内外面は黒のウルシ

A Al検 トレ1-6 椀 (蓋 ?) 底径 54 高3.4 内外共に黒ウルシ 1/3欠 損

A Al検 トレル 7
蓋 ?他 漆
器片 3点

径4.4 高2.4 焼け焦げあり 内面黒 ウルシ 外面黒 ウルシの上に朱赤のウルシ

卜Al検 トレ2-8 内面黒 ウルシの上に赤 ウルシ 外面黒 ウルシ 焼け焦げ有 り 胴部下方 と底部は欠損
A―Bl検検出面-9 板材 (板 目) 厚0.4 径8.4 中心にJヽ さな孔あり

A Bl検検出面-10 0。 6× 0.6 両端欠損 黒の漆塗 り丸箸

肝Bl検検出面-11 削 り出 し 2.3× 2.1 4個体に欠損 一端欠損 加工痕を認める

肝Bl検検出面-12 板材 (板 目)
緒孔の無い下駄の台か 1/3の 所に厚 さ2.Ocm位の歯 ?が欠損 した痕あり そこ
に釘が打たれている 表面中程にも釘が打たれている

A31検検出面-13 ずん胴の円柱形

A■ 1検整地土-14 若干の欠損あり

A Bl検整地土-15 削 り出し 焼け焦げあり

A Bl検整地土-16 厚2.4 径6.7 一部欠損 用途不明の歯車
A―AE4検 土卜 17 表裏面共に朱色が塗つてあり墨書 裏面は墨書を塗 り消 している n/t符木簡か

肝B2検整地土-18 削 り出し 0.6× 0.6 二つに折れているが接合可 中太で両端が細 くなるタイプ カロエ痕あり

卜B2検 ±2-19 顔は墨書き 頭上につるしの孔 両脇に手のための孔

卜B2検±2-20 接合可と思われる破片が数個出ているが用途は不明

B― Bl検検出面-21 漆片がわずかに残るのみ

B― Bl検検出面-22
差歯下駄の歯 と台部がばらばらに破損 した状態で出土 歯 と台部は樹種が違

うので同一個体のものかは不明

第4表 金属器一覧表
1報 :告
|

番  1号
地 区 検 1出1面 遺構 1器種

1最1大長
|(mmDI

1最1大 1幅

ilmmp l

最1大 1厚
|(mm)●

重1量
||(蒼〉|
金 1属 1種

||1男 1111
一備 考

1 トレンチ1 煙管 雁首 不 明 銀鍍金か 火皿部つぶれ 肩部彫金
トレンチ1 釘 56.0 鉄

トレンチ1 銅線
トレンチ1 滓 345。 8 不 明

トレンチ1 釘 47.9 鉄 切 釘

トレンチ1 注 目 33.6 銅 口部のみ残存
トレンチ1 銅 線
トレンチ2 煙管 雁首 20.2 一部欠損
トレンチ2 煙管 吸口 口付部欠損 羅宇 と思われる木質物残存          ｀

トレンチ2 不 明 鉄

トレンチ2 釘 鉄

トレンチ2 釘 鉄

トレンチ2 釘 鉄

トレンチ2 釘 鉄

トレンチ2 針 金 不 明

トレンチ2 針 金 不 明

トレンチ2 滓 不 明

トレンチ2 滓 不 明

トレンチ2 滓 不 明

トレンチ2 銅製品片 一部螺旋状の線刻あり

トレンチ2 目貫 銅 梅花。菊花文

トレンチ2 寛永通宝 22.7 22.7
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報1告‐

番号
地1区 検 1出 1面 遺構 器種

最大1長
●(mmp l
最1大1幅
|||||||||||||lmll:|||||||||||

最大lle~
|(m■

重量

|(DII

金属1種

●別 |||
備
．

考

1 トレンチ2 箸 不 明 Jヽ型箸 つばみ状の装飾
トレンチ2 針 金 不 明

1 トレンチ2 釘 112.0 10。 2 鉄 頭巻釘

1 トレンチ2 釘 107.0 鉄

トレンチ2 釘 85。 5 鉄

1 トレンチ2 釘 77.0 5。 5 鉄

1 トレンチ2 釘 69.5 鉄

1 トレンチ2 釘 58.0 鉄

1 トレンチ2 釘 43.7 2.5 鉄

1、 排水溝 不 明 137.0 鉄

1 排水溝 丸 釘 56.2 鉄

1 検出面 不 明 51.3 鉄

1 検 出面 火箸 130。 7 5.5 鉄

1 検出面 釘 70.0 鉄

1 検 出面 銅製品片 44.5 31.3 5.3 裏面切痕あり

検出面 箸 123。 4 銀 カ 耳かき箸 桜花状の装飾あり
検 出面 針 金

口野2 検出面 雁首銭 火皿部をつぶ したもの

西 2 検出面 箸 124.0 真鍮か 金鍍金 蛤状の頭部 頭部鳥の彫金 胴部桜花文
西 2 検出面 釘 鉄 頭巻釘

西 2 検出面 釘 鉄 切 り釘

西 2 検出面 煙管 雁首 41.3 火皿内スス付着 頸部へこみあり(敲打によるものか )
西 2 検出面 針金

西 2 検出面 箸 118。 7 真鍮か 頭部欠損

西 2 検出面 釘状 40。 2 6.2 6.2 鉄

口野2 検出面 釘 2.5 鉄 頭巻釘

口野2 検出面 寛永通宝 22.9 22.7

西 2～ 石垣 1 滓 不 明

西 2～ 石垣 1 寛永通宝 25。 0

西 2～ 石垣 1 石突or兜金 一部欠損

東2 検出面 釘 鉄 頭巻釘

東2 検出面 錮

東2 検出面 飾 り金具 21.6 菊花状の飾 り金具か

東 2 検出面 釘 55。 9 鉄 頭巻釘

東 2 検出面 釘 42。 2 鉄 頭巻釘

東 2 検出面 釘 鉄 頭巻釘

東 2 検出面 針 金

東 2 検出面 針金

東 2 検出面 針金

東 2 検出面 ピ ン 不 明 頭部菱形状

東 2 検出面 ピ ン 0。 7 不 明 頭部菱形状

7ゴ 3 検出面 針 金 不 明

西 2～ 石垣 1 釘 5。 3 鉄 頭巻釘

東 3 ± 1 滓 不 明

】証3 検出面 銭 1/2欠 損

東 3 検出面 管 6.5 1.7 不 明 耳かき箸 銀鍍金
東 3 検出面 釘 鉄 頭巻釘

東 3 検出面 釘 43.2 鉄 頭巻釘

東 3 検出面 箸 139.7 銀鍍金か 胴部のみ
東 3 検出面 針 金 不 明

東 3 検出面 釘 34.8 1.1 鉄

東 3 検出面 寛永通宝 22.9 22.7

東 3 検出面 針 金

りに3 検出面 針 金

東 4 検出面 不 明 80.0 6。 7 鉄

東 4 検出面 不 明 54。 6 5。 2 鉄

東4 検出面 不 明 24.0 両端部に穿孔あり

東 4 検出面 針 金 不 明

排水溝 釘 34.8 鉄

排水溝 釘 鉄

トレンチ1 寛永通宝 21.9 21.8

トレンチ1 針 金
トレンチ1 寛永通宝 22.6 22.6

トレンチ1 寛永通宝
トレンチ1 燭 台 49。 2 28。 8 鉄 棒状部ね じり成形

トレンチ2 釘 67.5 鉄

トレンチ2 針 金 不 明

トレンチ2 針 金 不 明

検 出面 不 明 165。 7 2.2 鉄 先端二股になっている

検出面 箸 か 鉄

検出面 箸 か 45。 6 2.2 鉄 一部 に漆塗布

検出面 不 明

1 検出面 火打金具 112.3 15。 9 鉄

1 検 出面 煙管 雁首 不 明 銀鍍金か

検出面 銅製品片 29.5 28。 4

1 検 出面 錠 61.0 7.7 鉄

1 検 出面 不 明 84.4 64.6 鉄

1 検出面 寛永通宝 22。 9 1.1 銅

1 検 出面 針 金

埋設甕 1 寛永通宝 23.6 23.6

埋設甕 1 煙管 吸 口 91.2 真鍮か 表 面付着物 あ り 鍍金 か 断面 6角 形
埋設甕 1 刀 子 126.6 鉄

埋設甕 1 釘 鉄 砂付着
埋設甕 1 釘 2.2 鉄 頭巻釘 砂付着
埋設甕 1 釘 鉄 砂付着

埋設甕 1 釘 2.7 鉄 頭巻釘 砂付着
検出面 釘 83.5 鉄 銅部で折れている

排 土 針金

試掘 トレンチ1 不 明 132.7 45。 2 22.5 鉄
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第 8図 土器・陶磁器 口瓦 (1)

|

|

―●

|

|

摯 ` 磁

¬

S28

検出面

- 17 -

o                10cm



A西2-3検 石垣 1

J

第 9図 土器・陶磁器 口瓦 (2)
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試掘  トレンチ1 試掘  トレンチ2
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第 11図 土器・陶磁器 口瓦 (4)・ 石器
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Al検 調査区西半 (北から撮影 ) A2-3検 石垣1正面

A2-3検 石垣1(北東から撮影 ) A東4検全景 (南東から撮影 )

木器7出土状況 作業風景

Bl検西半 (北から撮影) B2検土坑2(西から撮影 )
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コード
遺跡番号  1    北緯 東経     1 調査期間 調査面積 1   調査原因

所収遺跡名 所在地

まつもとじょうかまちあといいだまち
松本城下町跡 飯田町

ながのけんまつもとしちゅうおう
長野県松本市中央

20202 157    1   36° 13′ 59″ R7・ 58′ 15″  1習〕猟洗13 135。 12ゴ  1 病院建替え工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特記事項

松本城下町跡 飯田町 町屋跡 近世～近代 土坑 :6基 間知石列 :4基 石垣 :1基 埋設甕 :1基 土器・陶磁器、瓦、石器、金属器、木器 七夕人形が出土した

要約

松本城下町跡飯田町の北端付近にあたる箇所である。近世から流れる蛇川溝を挟んでの調査となる。蛇川溝南にあたるA区では江戸後半期に属する建物基礎と思われる石

垣及び礫群が検出された。蛇川北側のB区では松本地方特有の七夕人形が出土し、近世期における風習を探る上で貴重な資料を得ることができた。また、両区共に攪拌な

いし入れ替えによる整地がされていたと考えられ、湧水地での整地の方法を考える上で重要な資料となった。

印刷所 株式会社 三光印刷


